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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第52期

第１四半期連結
累計期間

第53期
第１四半期連結
累計期間

第52期

会計期間
自平成24年４月１日
至平成24年６月30日

自平成25年４月１日
至平成25年６月30日

自平成24年４月１日
至平成25年３月31日

売上高（千円） 3,094,936 3,436,783 11,557,121

経常損失（△）（千円） △77,924 △44,849 △273,766

四半期（当期）純損失（△）（千

円）
△79,300 △46,591 △429,116

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
△88,348 △35,892 △407,595

純資産額（千円） 1,338,802 983,662 1,019,555

総資産額（千円） 10,307,149 9,588,815 9,106,697

１株当たり四半期（当期）純損失金

額（△）（円）
△16.30 △9.58 △88.21

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 13.0 10.3 11.2

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失であ

り、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1) 業績の状況  

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、円高の是正や株価の上昇などにより明るい兆しが見え始めま

したが、欧州財政問題や新興国の景気減速懸念などから、先行きの不透明感を払拭できない状況で推移いたしまし

た。　　

当社グループの主な取引先である半導体業界や半導体製造装置業界におきましては、引き続きパソコン需要の低

迷が続いたものの、スマートフォンやタブレット端末の旺盛な需要に加え、フラッシュメモリ需要の拡大から半導

体メーカーの設備投資に回復がみられ、半導体製造装置メーカーの受注が増加いたしました。また、ＦＰＤ(フラッ

トパネルディスプレイ)製造装置業界におきましても、高精細な中小型パネルの増産に必要な設備投資が堅調に推

移したことに加え、中国において大型パネルの設備投資が再開されたことから、ＦＰＤ製造装置メーカーの受注に

回復が見え始めました。

このような環境のなかで、当社グループは、製販一体の総合力の強化・海外事業の推進・新分野及び既存顧客へ

の取り組み強化等を図ってまいりました。

　この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は、主要取引先であります半導体製造装置メーカーからの受注が増

加したことから34億36百万円（前年同期比11.0％増）となりました。損益面では、販売費・一般管理費の削減に努

めてまいりましたが、取引先からの継続的なコストダウン要請や原価増加により営業損失30百万円（前年同期は営

業損失62百万円）、経常損失44百万円（前年同期は経常損失77百万円）、四半期純損失46百万円（前年同期は四半

期純損失79百万円）となりました。

　

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

①販売事業  

半導体・ＦＰＤ製造装置などの各種コンポーネンツ（部品）及び同装置等の販売事業におきましては、半導体製

造装置メーカーからの受注が一部回復したことから、売上高は32億３百万円（前年同期比10.7％増）となりまし

た。損益面では、販売費・一般管理費の削減に努めてまいりましたが、取引先からの継続的なコストダウン要請や原

価増加により営業損失11百万円（前年同期は営業損失48百万円）となりました。

②受託製造事業

半導体・ＦＰＤ製造装置などの組立及び保守メンテナンス等の受託製造事業におきましては、半導体製造装置

メーカーからの受注が一部回復したことから、売上高は３億68百万円（前年同期比13.2％増）となりました。損益

面では、取引先からの継続的なコストダウン要請や原価増加により営業損失26百万円（前年同期は営業損失21百万

円）となりました。　

　

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(3) 研究開発活動

該当事項はありません。

　

(4) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と

見通しについて重要な変更はありません。しかしながら、欧州財政問題や新興国の景気減速等、先行きは今しばらく

不透明な状況が続くことも懸念されます。
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(5) 資本の財源及び資金の流動性についての分析

当社グループの当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ４億82百万円増加し、95億88

百万円となりました。この主な要因は、現金及び預金が35百万円増加、受取手形及び売掛金が４億28百万円増加、商

品及び製品が51百万円増加したことによるものであります。

負債は、前連結会計年度末に比べ５億18百万円増加し、86億５百万円となりました。この主な要因は、支払手形及

び買掛金が３億48百万円増加、１年内返済予定の長期借入金が12百万円増加、長期借入金が１億４百万円増加した

ことによるものであります。

　純資産は、前連結会計年度末に比べ35百万円減少し、９億83百万円となりました。この主な要因は、利益剰余金が46

百万円減少したことによるものであります。

　この結果、自己資本比率は前連結会計年度末に比べ11.2％から10.3％となりました。

　

(6) 経営者の問題認識と今後の方針について

半導体業界におきましては、世界的な景気変動や需給バランスの影響を受け、半導体メーカーの再編や淘汰が行

われており、これにより半導体市場に関連する事業では、製品のコスト競争力の強化のほか、高い品質力や技術力の

向上などが求められていくものと予想されます。

当社グループは、このような事業環境の中、お客様のニーズに応え、確固たる経営基盤を構築するため、グループ

総合力の強化をはじめ、対処すべき課題への取り組みを進めてまいります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 17,000,000

計 17,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成25年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年８月９日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 5,072,000 5,072,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

単元株式数

1,000株　

計 5,072,000 5,072,000 ― ―

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年４月１日～

平成25年６月30日
－ 5,072,000－ 389,928－ 322,078

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

 平成25年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式） 

普通株式   207,000
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 4,861,000 4,861 －

単元未満株式 普通株式     4,000 － －

発行済株式総数 5,072,000 － －

総株主の議決権 － 4,861 －

 

②【自己株式等】

 平成25年３月31日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

内外テック株式会社
東京都世田谷区三軒茶屋

二丁目11番22号
207,000 － 207,000 4.08

計 － 207,000 － 207,000 4.08

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平成

25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,526,042 3,561,508

受取手形及び売掛金 ※
 3,022,514

※
 3,450,638

商品及び製品 310,682 361,877

仕掛品 25,795 29,142

原材料及び貯蔵品 20,398 28,393

その他 73,190 27,743

貸倒引当金 △3,518 △3,962

流動資産合計 6,975,105 7,455,340

固定資産

有形固定資産

土地 947,855 947,855

その他（純額） 343,247 335,595

有形固定資産合計 1,291,102 1,283,451

無形固定資産 21,432 19,783

投資その他の資産

その他 827,793 838,959

貸倒引当金 △8,737 △8,719

投資その他の資産合計 819,056 830,240

固定資産合計 2,131,591 2,133,475

資産合計 9,106,697 9,588,815

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※
 3,331,522

※
 3,679,661

1年内返済予定の長期借入金 915,585 928,520

未払法人税等 7,572 3,055

賞与引当金 26,000 19,500

その他 360,119 421,606

流動負債合計 4,640,798 5,052,343

固定負債

社債 570,000 570,000

長期借入金 2,170,641 2,274,869

退職給付引当金 568,677 570,094

長期未払金 94,708 94,708

資産除去債務 12,150 12,198

その他 30,165 30,939

固定負債合計 3,446,343 3,552,810

負債合計 8,087,141 8,605,153
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 389,928 389,928

資本剰余金 322,078 322,078

利益剰余金 295,106 248,515

自己株式 △28,561 △28,561

株主資本合計 978,550 931,959

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 30,936 38,689

為替換算調整勘定 10,068 13,013

その他の包括利益累計額合計 41,004 51,703

純資産合計 1,019,555 983,662

負債純資産合計 9,106,697 9,588,815
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

売上高 3,094,936 3,436,783

売上原価 2,803,007 3,143,465

売上総利益 291,929 293,318

販売費及び一般管理費 354,778 323,793

営業損失（△） △62,848 △30,475

営業外収益

受取利息 158 200

受取配当金 1,525 1,144

受取賃貸料 3,291 2,950

仕入割引 1,820 1,633

助成金収入 1,045 1,426

その他 2,152 3,481

営業外収益合計 9,994 10,837

営業外費用

支払利息 21,411 20,508

その他 3,658 4,702

営業外費用合計 25,069 25,211

経常損失（△） △77,924 △44,849

税金等調整前四半期純損失（△） △77,924 △44,849

法人税等 1,376 1,741

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △79,300 △46,591

四半期純損失（△） △79,300 △46,591
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △79,300 △46,591

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △10,214 7,753

為替換算調整勘定 1,167 2,945

その他の包括利益合計 △9,047 10,698

四半期包括利益 △88,348 △35,892

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △88,348 △35,892

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（会計方針の変更）

該当事項はありません。　

　

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　 （税金費用の計算）

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。　

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

　

（追加情報）

該当事項はありません。

　

（四半期連結貸借対照表関係）

　　受取手形裏書譲渡高

　
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成25年６月30日）

受取手形裏書譲渡高 11,048千円 20,241千円

　

　※　四半期連結会計期間末日満期手形

　　　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。なお、当第１四

半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の第１四半期連結会計期間末日満期手形が当第１四半期

連結期間末残高に含まれております。

　
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成25年６月30日）

受取手形 35,221千円 25,211千円

支払手形　 261,172 222,519

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連

結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

減価償却費 11,638千円 11,846千円

 　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

配当金支払額　

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年６月21日

定時株主総会
普通株式 24,326 5  平成24年３月31日 平成24年６月22日利益剰余金

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

配当金支払額　

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

　 
報告セグメント　

　調整額
（注）１　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２　

販売事業 受託製造事業 合計

売上高    　 　

外部顧客への売上高 2,889,548205,3883,094,936 － 3,094,936
セグメント間の内部売上高
又は振替高

3,418 120,017 123,435△123,435 －

計 2,892,966325,4053,218,372△123,4353,094,936

セグメント利益又は損失（△） △48,873 △21,229 △70,103 7,254 △62,848

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額7,254千円は、各セグメントが負担する営業費用及び営業外

収益の消去差異であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。　　

　　　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　該当事項はありません。　

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

　 
報告セグメント　

　調整額
（注）１　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２　

販売事業 受託製造事業 合計

売上高    　 　

外部顧客への売上高 3,197,099239,6843,436,783 － 3,436,783
セグメント間の内部売上高
又は振替高

6,568 128,517 135,086△135,086 －

計 3,203,667368,2023,571,870△135,0863,436,783

セグメント利益又は損失（△） △11,889 △26,051 △37,940 7,464 △30,475

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額7,464千円は、各セグメントが負担する営業費用及び営業外

収益の消去差異であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。　　

　　　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　該当事項はありません。　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

　　１株当たり四半期純損失金額（△）　 △16円30銭 △9円58銭

（算定上の基礎）   

四半期純損失金額（△）（千円） △79,300 △46,591

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（△）（千

円）
△79,300 △46,591

普通株式の期中平均株式数（千株） 4,864 4,864

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年８月９日

内外テック株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 永澤　宏一　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 福田　悟　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている内外テック株式会

社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平

成25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任　

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、内外テック株式会社及び連結子会社の平成25年６月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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